
教
育
を
展
開
。
ま
た
、
企
業
と
の
連
携
に

よ
る
実
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
実
践
的
な
演

習
や
産
学
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
画
を

実
施
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
融
合
に
よ
る
課
題
発
見
・
解
決
能
力

を
身
に
つ
け
る
実
践
的
教
育
を
行
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
新
時
代
に
お
い
て
混
沌
を
突

破
し
、
リ
ー
ド
で
き
る
人
材
、
す
な
わ
ち

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
育
成
し
ま
す
。
現

代
の
企
業
経
営
は
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意

　1886（明治19）年に関西法律学校として大阪
の地に誕生した関西大学は現在、わが国屈指の私立
総合大学へと発展しています。学理と実際との調和
を説いた「学の実化（じつげ）」を学是に掲げ、ま
すます複雑化する社会の課題解決に貢献。創立
150周年を見据えた長期ビジョン「Kandai 
Vision 150」では「未来を問い、そして挑戦す
る。」を掲げ、「考動力」と「革新力」を備えた人材
を育成しています。
　2023年には、５番目のキャンパスとして「吹
田みらいキャンパス」を開設しました。そして来春、
そのキャンパスに「ビジネスデータサイエンス学部」
を開設します。また、来年４月に開幕する大阪・関
西万博に積極的に参画し、関西大学の魅力や研究力
を世界にアピールします。

「
未
来
を
問
い
、
そ
し
て
挑
戦
す
る
。」を
掲
げ

多
様
性
の
時
代
を
先
導
す
る

「
考
動
力
」と「
革
新
力
」を
備
え
た
人
材
を
育
成

関西大学
〒564-8680　大阪府吹田市山手町３-３-35　入試センター 入試広報グループ　TEL 06-6368-1121（大代表）

https://www.kansai-u.ac.jp/nyusi

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を

育
成
す
る
新
学
部
が
始
動

　

関
西
大
学
は
２
０
２
５
年
４
月
に
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
根
ざ
し
た
実
践
志
向
の
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
展
開
す
る
文
理
総
合

型
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
」
を
開
設
し
ま
す
。
デ
ー
タ
を
通
じ
た

価
値
創
出
に
対
す
る
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
に
応
え
た
も
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
体
系
的
に
学
び
、

実
際
の
企
業
な
ど
の
「
生
き
た
デ
ー
タ
」

を
用
い
て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、

「
考
動
力
」（
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
力
）

を
高
め
る
教
育
を
展
開
し
ま
す
。

　

学
び
の
特
色
は
、
①
文
理
の
枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
き
め
細
や
か
な
教
育
、
②
専
門

性
を
深
め
る
高
度
な
教
育
環
境
、
③
実
社

会
と
つ
な
が
っ
た
リ
ア
ル
な
学
び
、
④
主

体
的
な
学
び
を
促
す
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
科
目
―
―
の
４
つ
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ゼ
ミ
な
ど
少
人
数
の
手

厚
い
初
年
次
教
育
で
ビ
ジ
ネ
ス
と
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
双
方
の
基
礎
知
識
を
修
得

し
、
実
務
家
を
含
め
た
国
内
屈
指
の
経
験

豊
か
な
教
員
陣
に
よ
る
実
践
志
向
の
専
門

思
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
卒
業
後

の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
業
種
を
問
わ
ず

特
に
経
営
企
画
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

な
ど
の
部
署
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

学
部
開
設
に
当
た
り
、
関
西
大
学
が
実

施
し
た
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

１
１
４
６
社
の
う
ち
88
・
６
％
に
当
た
る

１
０
１
５
社
が
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
部
の
卒
業
生
を
採
用
し
た
い
と
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
想
定
さ
れ
る
業
界

は
Ｉ
Ｔ
産
業
、
メ
デ
ィ
ア
、
製
造
業
、
金

■ビジネスデータサイエンス学部のQ＆A
１．どのような入試があるか。
　一般入試では「英語」「国語」「地理歴史、公
民または数学」の３教科型入試と「英語」「数学」
の２教科型入試を行う。３教科型なら数学を選
択せずに受験が可能で、文系、理系を問わず幅
広く学生を募集する。他に総合型選抜も実施予定。

２．数学が苦手だが、どの程度の知識が必要か。
　高校で学ぶ数学の全範囲が必要というわけで
はない。新学部では数学の入門科目を設置し、
すべての学生がデータサイエンスを学ぶ上で必
要な素養である数学の基礎的知識を理解できる
ようにしている。数学が苦手でも、必要性を理
解して楽しく学ぶことができる。

３．学ぶ場所はどこか。
　2023年10月に開設した吹田みらいキャンパス。
新学部の学生が学ぶ教室のほか、国際学生寮や
グラウンドなどがある。企業、自治体との連携
だけでなく、留学生との交流やクラブ活動など
多彩な人が集まる活気あふれる場所で学ぶこと
ができる。

科
目
」
と
、
さ
ら
に
専
門
性
を
高
め
る

「
学
部
専
門
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
う
ち
「
入
門
科
目
（
リ
テ
ラ
シ
ー

レ
ベ
ル
）」
で
は
、
デ
ー
タ
の
統
計
学
的

な
取
り
扱
い
と
Ａ
Ｉ
特
有
の
デ
ー
タ
処
理

技
法
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
ま
す
。

「
実
践
基
礎
（
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
）」
で
は
、

統
計
学
に
加
え
て
機
械
学
習
・
深
層
学

習
・
フ
ァ
ジ
ー
理
論
な
ど
の
基
礎
理
論
の

実
践
を
交
え
て
学
修
し
ま
す
。
今
後
設
置

予
定
の
「
実
践
応
用
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
レ

ベ
ル
）」
で
は
、
与
え
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
実
践
課
題
に
対
し
て
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
Ａ
Ｉ
技
術
を
駆
使
し
て
解
答
を
見
出

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
応
用
・
発
展
系
の
「
学
部
専

門
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
各
学
部
が

提
供
す
る
専
門
教
育
科
目
と
連
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、
実
践
的
な
ス
キ
ル
や
知
識
を

備
え
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
部
の
枠
を
超
え
て
専

門
的
な
知
識
と
技
術
を
学
び
合
い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧

な
指
導
に
よ
っ
て
、
学
生
の
さ
ら
な
る
成

長
を
後
押
し
し
ま
す
。

語
っ
て
い
ま
す
。

社
会
が
求
め
る
高
度
な
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
「
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

現
代
は
「
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
」
と
言

わ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
進
化
に
よ
り
爆
発

的
に
増
え
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
、
Ａ
Ｉ
な

ど
を
活
用
し
て
解
析
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
や
新
た
な
価
値
創
造
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

時
代
を
先
取
り
し
た
教
育
、
研
究
、
社

会
貢
献
、
組
織
運
営
を
展
開
し
て
き
た
関

西
大
学
で
は
現
在
、「
関
西
大
学
Ｄ
Ｘ
推

進
構
想
」
に
基
づ
き
、「
考
動
力
」
や

「
革
新
力
」
を
育
む
教
育
の
実
践
や
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
（
包
括
的
）
な
教
育
の
推
進
、

学
修
成
果
の
可
視
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
な
か
で
も
Ｄ
Ｘ
人
材
の
育
成
に
注
力

し
、
２
０
２
１
年
よ
り
全
学
生
を
対
象
に

し
た
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と
し
て
「
Ａ
Ｉ
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
入
門
科
目
と
実

践
基
礎
、
実
践
応
用
の
３
段
階
の
科
目
が

設
定
さ
れ
た
全
学
生
対
象
の
「
共
通
教
養

融
業
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
教
育
・

研
究
者
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
ビ
ジ
ネ
ス
現
場
の
最
前
線
で
活
躍

す
る
多
様
な
道
が
拓
け
て
い
る
の
で
す
。

　

鷲
尾
隆
学
部
長
（
就
任
予
定
）
は
、

「
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
社
会
の
課
題
解
決
、

あ
る
い
は
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
人
材
は
、
企
業
の
み
な
ら
ず
行
政
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
組
織
で
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

し
て
共
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

技
術
力
と
研
究
力
を
世
界
に

発
信
す
る
「
大
阪
・
関
西
万
博
」

　

社
会
の
動
き
に
合
わ
せ
て
新
た
な
学
び

や
取
り
組
み
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
る
の
も

関
西
大
学
の
特
徴
で
、
２
０
２
５
年
の
「
大

阪
・
関
西
万
博
」
へ
の
参
画
も
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。「Kandai Vision 150

」

で
は
「
未
来
を
問
い
、
そ
し
て
挑
戦
す
る
。」

を
合
言
葉
に
し
て
い
ま
す
が
、
万
博
へ
の
参

画
は
ま
さ
に
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
挑
戦
そ
の

も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
万
博
で
は
、
自

由
な
思
考
と
創
造
力
を
促
進
し
な
が
ら
、

学
際
的
研
究
や
地
域
社
会
と
の
協
働
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
持
続
可
能
な

未
来
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

学
生
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
ま
す
。

　

関
西
大
学
は
、
万
博
の
参
加
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

２
０
２
５
」

に
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
画
し
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
関
西
大
学
の
登
録

件
数
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、「
関
西
大
学

エ
コ
ト
レ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
廃
棄
衣

料
品
＆
使
い
捨
て
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
空

ケ
ー
ス
を
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
！
」「
大
学

生
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ク
リ
ー
ン
チ
ャ

関西大学　
　関西大学
　入学試験情報総合サイト　
　Kan-Dai web

　ビジネスデータ　　サイエンス学部

関西大学 2025年度入試のポイント
1［一般入試］［共通テスト利用入試（併用）］
2/5・6・7は札幌から沖縄まで全国29都市
で受験可能。※２/1～2/4は全国14都市で
受験可能。
2［一般入試］
法・文・経済・政策創造・人間健康・社会安全
学部の一般入試 全学日程1 2教科型【英語
外部試験利用方式】で、選考方法を変更。

3［一般入試］
外国語学部の一般入試 全学日程2 2教科型
【英語＋1教科選択方式】で、対象となる英
語外部試験を3試験に変更。

4［共通テスト利用入試］
全ての学部の共通テスト利用入試で、大学
入学共通テストの「情報Ⅰ」を選択科目として
追加

“返還義務のない”関大独自の奨学金！
「学の実化（じつげ）」
入学前予約採用型給付奨学金
　関西大学では、入学試験の出願前に採用内
定が決定する［返還義務のない］給付奨学金
制度を実施。同奨学金に申請し、採用内定と
なった受験生は、一般入試・共通テスト利用入
試を受験し、合格・入学することで正式に奨学
生として採用されます。
　申請資格を満たせば誰もが採用内定とな
り、給付金額は、関西圏内からの進学者が年
額30万～45万円、関西圏外からの進学者が
年額40万～55万円で、原則４年間（継続審査
あり）の給付（返還不要）となります。

レ
ン
ジ
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
に
関
大

生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
優
れ
た
技
術
力
や
魅
力
、
成
果
が
発
信

さ
れ
る
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン

「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
、
関
西
大

学
は
教
育
機
関
と
し
て
唯
一
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
ま
つ
わ
る
企
業
と
の
共
同
研
究
の

成
果
な
ど
関
西
大
学
の
研
究
力
を
広
く
世

界
に
発
信
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、「
万
博
を
つ
く
る
の
は
、

関
大
だ
。」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

「
関
大
万
博
部
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
学

生
団
体
も
誕
生
。
学
生
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た

ち
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
学
び
を
通
し
て
一
人
ひ

と
り
が
輝
く
こ
と
が
で
き
る
企
画
作
り
に
挑

戦
中
で
す
。
例
を
挙
げ
る
と
、「
非
常
食

で
つ
く
る
小
鉢
弁
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
国

際
交
流
＆
異
文
化
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
関
大
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
楽
し
み
な
企
画
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
関
大
万
博
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
ｓ
」

と
銘
打
っ
た
関
西
大
学
独
自
の
万
博
関
連

企
画
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。
他
大
学
や

企
業
、
自
治
体
と
連
携
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
世
界
各
国
の
留
学
生
と
の
異
文
化
交

流
体
験
や
子
ど
も
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
、
関
大
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
食
堂
、「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
展
な
ど
多
様

な
イ
ベ
ン
ト
を
リ
ア
ル
×
バ
ー
チ
ャ
ル
空

間
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
実
施
し
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
学
び
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

関
西
大
学
が
作
るIm

pact

に
こ
れ
か
ら

も
ご
期
待
く
だ
さ
い
」
と
、
関
西
大
学
は

皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

関西大学から始まる、ビジネスデータサイエンスとは
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